


は じ め に

　博物館は様々な資料を分かりやすく展示し、多くの人々に見ていただくことを大きな使命とし

ています。同時に、来館者の知的文化的な好奇心を充実させる、地域の中軸施設であることも求

められています。近年博物館を訪れる来館者のニーズは多様化し、利用者はそれぞれが様々な目

的を持って来館します。このような来館者の要求により多くこたえていくため、当館では今年度

もいろいろな博物館事業を実施してきました。

　博物館の教育普及活動は、首里の博物館時代から取組んできた活動を発展させながら、新館な

らではの事業に取り組むことを基本にして推進してまいりました。学校連携事業では、学校団体

受入の充実を図るため、対応するボランティア向けの研修の充実を行い、学校団体支援体制の強

化を推進し、サービスの向上を図ってきました。また、文化講座及び展示会関連講座は「ゲノム

でみるアジアの中の琉球人」を皮切りに総数13回実施し、県民の皆様に多くの参加をいただき好

評を得ることができました。その他にも、「ポーポー、チンビンを作ろう」をはじめとする３種の

体験学習教室の開催と、学芸員講座、常設展展示解説会、バックヤードツアーをそれぞれ12回、

夏休み企画として「博物館学芸員教室」を全８教室開催してまいりました。

　当博物館としては、学校連携事業、文化講座、体験学習教室等に参加された皆様から、博物館

をとおして、沖縄の自然や歴史及び伝統文化に触れ親しむ、知的文化的な好奇心の輪が広がるこ

とを願っております。そして、新しい時代に対応した、規模、目的、事業等をより広く、より深

く、より大きく展開させ、県民と共に知的財産を創造していく博物館をめざしていきたいと考え

ております。

　本年度の博物館教育普及事業の実施にあたり、ご講演、ご指導いただきました講師の方々をは

じめ、ご協力いただきました博物館ボランティアの皆様、ならびに関係者各位に厚くお礼を申し

上げます。

　　　平成24年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

沖縄県立博物館・美術館　　

館長　白  保  台  一　　



はじめに
Ⅰ　博物館活動について  ………… １
　　１　はじめに

　　２　博物館活動（四つの車輪）

　　　　調査活動   展示活動   教育普及活動

　　　　保存管理

　　3　博物館の機能

　　4　博物館の施設

　　5　博物館教育普及活動の概要

Ⅱ　学校連携  ……………………… ８
　　１　学校団体受入

　　　　先生方へのお願いと確認　　受入要項

　　　　プログラム例と実施校の実際

Ⅲ　体験学習教室  ………………… 26
　　１　博物館体験学習教室実施要項

　　２　講師紹介

　　３　体験学習教室　活動状況・資料

　　　　「チンビン、ポーポーを作ろう」　

　　　　「昆虫標本を作ろう」

　　　　「台所でできる草木染」

　

Ⅳ　文化講座  ……………………… 58
　　１　博物館文化講座実施要項

　　２　実施状況

　　　　

Ⅴ　学芸員講座  …………………… 72
　　１　学芸員講座実施要項

　　２　実施状況

Ⅵ　展示解説会  …………………… 82
　　１　展示解説会実施要項

　　２　実施状況

　

Ⅶ　バックヤードツアー  ………… 84
　　１　バックヤードツアー実施要項

　　２　実施状況

Ⅷ　夏休み！博物館学芸員教室  … 86
　　１　夏休み！博物館学芸員教室実施要項

　　２　実施状況

Ⅸ　ふれあい体験室  ……………… 91
　　１　ふれあい体験室の概要

　　２　体験キットの種類

　　３　スタッフの配置状況

　　４　利用者状況

　　５　その他

　

Ⅹ　ボランティア養成事業  ……… 97
　　１　沖縄県立博物館・美術館　

　　　　－博物館ボランティア活動実施要項－

　　２　博物館ボランティア各種講座・教室一覧

　　３　博物館ボランティア対象「学芸員教室」

　　４　博物館ボランティアのてびき

　　５　ボランティア活動の細則

　　６　博物館継続ボランティア登録証交付式

　　７　ボランティア活動の様子

　　８　ボランティア通信

　　

Ⅺ　その他  ……………………… 126
　　１　移動展

　　２　フリーパス

　　３　職場体験・ジョブシャドーイング

　　４　教育普及資料貸出

　　５　 ボランティアによる展示ガイドマニュアル

作成

　　６　 沖縄県立博物館・美術館　教育力向上支援

業務

　　７　企画展関連事業

　　８　常設展に関する取り組み

博物館教育普及活動

目　次



－ 1 －

Ⅰ　博物館活動について

　１　はじめに

　
　　 　博物館は、調査研究、展示、教育普及、保存管理の四つを館活動の車輪としています。それら
車輪を機能させるために館は次の４つのスタンスに基づいた活動を構築していきます。

　
　　・琉球王国時代の文化（王朝文化）を体系化し、現在につなげる視点からの活動。
　　・人類学に代表されるような、沖縄の特性を生かし、沖縄の優位性を発信する調査研究の推進。
　　・沖縄の自然、歴史、文化の独自性を発信。
　　・博物館が動き、観覧者が動く博物館活動の展開。

　２   博物館活動（四つの車輪）

　　　
　　◎調査活動

　　 　沖縄に関する資料や関連資料は、本県の海洋性・島嶼性の地理的要因により日本や中国、東南
アジア諸国までその範囲を広げています。そこで本県の豊かな自然や独自の歴史・文化に関する
資料を自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の６分野で探求し、体系的に調査研究し、資
料の充実を図ります。

　　 　また、各研究機関や大学と共同で調査研究を行い、沖縄が持つ特性や優位性を発揮できるよう
努めます。

　　
　　◎展示活動

　　 　展示は資料を公開することですが、その資料が持っている背景や意味も重要になります。学芸
員の展示活動は、この資料が持つ意味をできるだけ詳細に分析し、得られた成果を展示等に活か
すことです。

　　 　展示の形は、郷土を紹介する基本的な展示である常設展、ある特定のテーマで開催される特別
展・企画展、そして各島々で開催される移動展は、島嶼県である本県の特徴的な展示活動です。

　　◎教育普及活動

　　 　博物館が持つ知的財産を一般に提供する手段として普及活動があります。学校などの教育機関
や関連施設と連絡協力を行うネットワーク化を推進し、教育的配慮のもと様々な方法をもって県
民共有の財産としていきます。また、博物館活動を活性化するためには、県民の積極的な参画が
必要です。そのため「友の会」と連携したボランティア活動を推進していきます。

　　 　博物館では、県内の文化講座で草分け的存在である「博物館文化講座」や「体験学習教室」等
を実施、遊びながら学べる「ふれあい体験室」も普及事業を担っています。

　　
　　◎保存管理

　　 　博物館資料は、産地、用途、製作年、材質、大きさ等の違いにより、その種類は多岐に渉って
います。これら博物館資料は、材質別・性質別に区分され、適切な温度・湿度や虫害などの対応
ができるような環境で保存・管理され良好な状態で次世代へ引き継ぎます。また、資料の管理状
況が把握できるようなデータベース化を進めています。



－ 2 －

　３　博物館の機能

　　    　 　博物館はその名の通り、様々な資料を収蔵している施設です。資料は収蔵されるだけでな
く、できるだけ長くきれいな状態を維持するために整理・保存していきます。しかし、保管し
ているだけではなく、調査研究により、いつ・だれが・どこで・なんのためにつくったかを解
明し、皆様へ紹介していきます。資料は、展示や講座、論文、インターネットなどにいろいろ
な媒体を通して、県民の知的財産として蓄積されていきます。いつでも誰でもが利用できるよ
うにするために、博物館にはいろいろな機能があります。

　　◎資料を保存する収蔵庫

　 　 　博物館には、自然史・化石・特別（歴史・美工・民俗）・考古陶磁器・民俗・大型収蔵庫が設
置され、それぞれの収蔵庫で、温度や湿度そして害虫などから資料を保護します。

　
　　◎資料を公開する展示室

　 　 　博物館には、総合展示室・部門展示室・屋外展示・ふれあい体験室が配され、常設の展示を
行っており、特別・企画展示室では、期間を限定して沖縄をはじめ、国内外の自然・歴史・文化
に関する展示会が開催されます。

　　◎学習する場としての展示室、講座室

　 　 　博物館は、「沖縄」について知り、そして将来の沖縄像を考える場所です。郷土学習に利用で
きる資料が分かりやすく展示されています。また、講演や体験をとおした学習を行う講座室等が
あります。

　　◎資料を研究する学芸員研究室

　 　 　博物館資料に関するあらゆる調査・研究は、この学芸員研究室を中心に行われます。６分野の
学芸員が共同で、様々なテーマに取り組みます。ここで蓄積された研究成果は、研究資料室や情
報センターに保管され、展示会や講演会などで公開されます。

　　◎博物館を管理する諸室

　 　 　博物館の電気、空調施設などを管理するための機械室や、館を運営している職員が事務を行う
ための部屋があります。

　４　博物館の施設

　　（１）　常設展示

　　　 　 　常設展示のメインテーマは、「海と島に生きる - 豊かさ、美しさ、平和を求めて -」です。
沖縄は、立地・環境的に「海洋性」と「島嶼性」という特性を持ち、そこに住む人々は絶え
ず「豊かさ」と「平穏」を求め続けてきた歴史があります。その風土、自然のなかで育んで
きた歴史、文化を人類史・自然史の流れの中で位置付け、普遍的に海と島に生きていくこと
をメインテーマとしています。

　　　 　 　その展示構成は、沖縄の歴史を時間で追いながら自由動線で観覧することのできる「総合
展示」と自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの「部門展示」に分かれます。
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　　　 　 　総合展示は、次の10のテーマによって、琉球列島の生い立ちから現代までの約２万年に
亘る沖縄の歴史をたどります。中国や日本の文化を取り入れながら、独特の文化を創造して
きた琉球王国の時代、王国解体後の近代化する沖縄、現在の沖縄までを紹介します。

　　　 　 　「ニライカナイの彼方から」「シマの自然とくらし」「海で結ばれた人々」「貝塚のムラから
琉球王国へ」「王国の繁栄」「薩摩侵攻と琉球王国」「王国の衰亡」「沖縄の近代」「戦後の沖縄」「沖
縄の今、そして未来へ」の順に展示を観ることができます。中央に配した「シマの自然とく
らし」のエリアでは、沖縄の「海洋性」「島嶼性」を大型地形模型によって実感することが
できます。また、情報端末機で島ごとに異なる表情を持った自然やくらしなどを調べること
ができます。

　
　　 　部門展示は、総合展示を取り巻く展示です。自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの部
門展示室では、収蔵資料を活用しながら、各分野のテーマをより深め、展示替えの頻度を高める
展示を目指します。

　　自然史部門展示

　 　「生物が語る沖縄２億年」をテーマに。島の成り立ちや、島々で独特の進化をとげた生き物の世
界を展示します。自然観察コーナーでは、顕微鏡で化石や昆虫、岩石の破片、植物標本などを見る
ことができます。

　　考古部門展示

　 　「沖縄考古学の世界」と題し、沖縄考古学のこれまでの成果と課題を示しながら、「沖縄考古学」
を体系的に学び、古の人々の生活を追体験することができます。

　　美術工芸部門展示

　 　美術工芸部門展示では、「琉球の美」を求めます。琉球王国時代、それ以降の染織品、焼物、漆
芸品などの工芸品や絵画、彫刻、書跡などの逸品をゆったり鑑賞することができます。1年に数回
テーマを変え、様々な美術工芸の世界を通し、「琉球の美」を追求します。

　　歴史部門展示

　 　「モノから読む沖縄の歴史」とし、歴史の中で産出された様々な「モノ」資料を通して、その資
料のもつ時代的な意味を解き明かしていきます。展示室内の一角では「那覇港」をテーマに、近世
に製作された屏風絵の世界から、そこで暮らした人々の息づかい、ひいては歴史的、文化的意味を
紐解いていきます。

　　民俗部門展示

　 　民俗部門展示は「沖縄の伝統とくらし」です。民俗の宝庫といわれる沖縄の様々な生活シーンの
中で創造されてきた民具や信仰などを通して、戦前から伝わる沖縄の民俗世界を追体験することが
できます。また、現代に息づく民俗の変容した姿を紹介します。
　
　（２）　屋外展示

　　　高倉

　　　 高倉は、穀物を貯蔵する倉庫です。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を防ぐ工夫
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がなされています。構造の違いにより、沖縄式と奄美式に分かれます。この高倉は、昭和初期
に建てられたものを、1976年に奄美から移築しました。

　　　民家

　　 　沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしています。門扉が無く、母屋も
雨戸を全開にして風を通します。また、母屋の正面にあるヒンプン（中垣）は、外部への目隠し
となります。この建物は、資料としてのみならず、講座や多種イベントの際にも会場の一部とし
て活用されており、平時も靴を脱いでいただいての内覧も可能となっています。

　
　　　湧田窯

　　 　湧田窯は17世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴です。主に、屋根瓦を焼いた窯です。琉球・
沖縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料です。

   
　（３）　ふれあい体験室

　　　 　博物館常設展示室の手前にある「ふれあい体験室」に
は、27種類の体験キットが準備されています。これらは
展示と関連しており、展示資料を深く理解できるように
工夫されています。キットは、パズルのように組み立て
るものなど、操作することによって、より理解が深まる
仕組みとなっており、体験することで五感を通して沖縄
の「自然のしくみ」や「先人の知恵」にふれることがで
きます。（詳細については「Ⅳ　ふれあい体験室」を参照）

　　　　　　　　
　（４）　 情報センター

　　　 　情報センターは博物館・美術館の共用施設として、閲
覧・検索用の座席を38席設けた情報提供のための部屋で
す。博物館の収蔵資料の検索や、DVDやビデオの視聴が
できます。また、沖縄の自然、歴史、文化、美術等に関
する専門図書、地方出版図書も配架され、来館者の調べ
学習に対応できます。

　　
　（５） 　講堂・講座室等

　　　講堂

　　 　講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができます。212席（車いす２人含む）を収
容することができます。

　　
　　　講座室

　　 　100名規模の講演会や会議などを開催できます。机、椅子を撤去すると、小学生150名程度の
集会が可能です。

　　　実習室

　　　体験学習や実技講習会などを開催できます。40名程度の収容が可能です。
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（６）　救護室

　　　来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能です。（ベット数１台）

（７）　駐車場

　　　一般車両140台（身障者用４台含）、バス10台が駐車可能です。
　　　特別支援学校などの大型車両を横付けできるように、庇付きの玄関を用意してあります。
　　　また、盲導犬のトイレを駐車場側と公園側に整備してあります。

（８）　コインロッカー

　　 　百円コインが返還される、無料のロッカーが204本準備されています。大きな荷物を持参の際
は、他の観覧者に迷惑にならないよう、お手荷物を預けてからの入館をお願いします。

（９）　バリアフリー

　　 　博物館・美術館は、不特定多数の人々が利用するため、誰でも安全に利用しやすい施設にする
必要があることから、以下のような整備を行っています。

　　・  観覧者が利用するトイレには、車イス使用者や乳児連れ、オストメイトに対応した機能を設
けています。

　　・  講堂や講座室に磁気誘導ループを設置して難聴者をサポートしています。
　　・  館入口に音声誘導装置を設置して視覚障害者をサポートしています。
　　・   車イスや使用者駐車スペースには、雨天時の乗降に考慮して雨よけを設置しています。
　　・  道路や公園からの主な敷地通路に誘導ブロックを設け、総合案内まで連続して敷設していま

す。
　　・  高齢者や体の弱い人がゆっくり観賞できるように、展示室内に休憩室や椅子を準備していま

す。
　　・  案内表示は日本語と英語の２ヶ国語表示としています。

（10）　環境への配慮

　　　太陽光発電システムの導入

　　　環境負担の低減と電気量の節約を図るため、10Kw程度の太陽光発電装置を設置しています。

　　　雨水及び再生水の有効利用

　　　地下に雨水タンクを設けて、トイレ洗浄水や灌水に利用しています。

　　　夜間電力を利用した氷蓄熱方式空調設備の導入

　　 　夜間の安価な電力で作った氷を館内の冷房に利用することにより、割高な昼間電力の増加を抑
えています。

　　　総合的有害虫管理（IPM）施設　IPM（Integrated Pest Management）

　　 　博物館・美術館では、病害虫を管理するために総合的有害虫管理（IPM）を行っています。こ
の管理方法は、施設を取り巻く環境状況と対象となる害虫の繁殖などの動きを考慮して、生物的
防除、科学的・物理的防除を組み合わせることで、虫害菌を抑える管理方法です。

　　 　博物館を利用する方には、館内への飲み物、食べ物の持ち込みをご遠慮いただいています。遠
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足等の行事の際にも、荷物を車で管理する等の配慮をお願いしています。

　５　博物館教育普及活動の概要

　　 　 　博物館の教育普及活動は、大きく二つの事業に分けることができます。一つめに、学校の計
画する授業・行事等で博物館を活用する際に支援する学校連携事業があります。二つめに、博
物館が企画運営する、文化講座、体験学習教室、ボランティア養成等のそれぞれの事業があり
ます。それ以外にも、博物館を通しての教育普及に関する全般的な活動にも取組みました。

　　
　（１）　学校連携事業

　　　 　学校連携事業は、大きく二つの事業を実施しました。一つは、各学校の計画による団体観覧
の支援で、教育課程の一環として博物館を利用する際に、館として支援することのできる学習
内容の調整を行いました。学校の規模や授業の進度、生徒の実態等を含めた学校からの要望と
博物館の施設・職員・ボランティアの支援体制を考慮して、学校と博物館が連携していく学習
プログラムを作成しました。

　　　 　また、前年度に作成、配布した沖縄県内の小学校、中学校、高等学校、特別支援校に博物館
をより有効的に活用していただくための『学校団体見学マニュアル』（A３二つ折り）を学校
対応プログラムの下見・打ち合わせの際に紹介し、活用しました。

　　　 　二つめに、昨年度「貸出キット作成のための調査研究」を目的とした検証授業実施の協力依
頼を受け入れて下さった桜野特別支援学校と鏡が丘特別支援学校浦添分校へ、今年度（平成
23年度）は、新たに採用した教育力向上支援業務の担当者２名が出来上がったキットのお披
露目を兼ねて訪問しました。貸出用ハンズオン資料「けんぱくキット」を持参し、後日そのう
ちの一つである「ちむどんどん」を用いて、教師の協力による博学連携の授業を展開しまし
た。また、当山小学校の１学年や特別支援学級にも博学連携の出前授業を実施することがで
き、平成24年度の更なる活用に向けて各種データを収集することが出来ました。（「けんぱく
キット」の詳細については本書後半「XI　その他　－～教育力向上支援事業」を参照）

　（２）　博物館文化講座

　　　 　博物館の展示内容と関連する自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の各分野について
の講演、実演、現地研修、回によっては講演後には関連した展示場所での担当学芸員による展
示解説を行う等、県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施しました。

　（３）　学芸員講座

　　　 　博物館の学芸員が、研究成果や収蔵品の成果等の講演や展示解説などを通して、県民各層が
楽しく有意義に学べる講座を実施しました。各分野の学芸員の充実した講話は、博物館をより
身近に捉え、観覧者の層を拡大する大切な役割を担いました。

　（４）　体験学習教室

　　　 　沖縄の自然や歴史、文化と結びつけた体験的な活動を通して、郷土について関心を持ち、先
人の知恵などを学ぶ機会としました。博物館の各分野（自然史、人類、考古、歴史、美術工
芸、民俗）の展示や企画展等と関連する体験を実施し、総合博物館としての豊かな学びの場を
提供しました。
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　（５）　展示解説会

　　　 　博物館の展示内容に関する資料などの解説を、学芸員の広い視点から分かり易く解説しまし
た。当館における展示資料がどのようなねらいのもと、それぞれの展示室に設置されているか
を理解し、総合博物館ならではの資料のつながりを知る機会としました。

　（６）　バックヤードツアー

　　　 　博物館のもつ、調査・研究・保存の各機能を担う諸室の見学を実施しました。普段は、入る
ことの出来ない収蔵庫やトラックヤードなどの機能を理解し、博物館についてより知ってもら
う機会としました。

　（７）　夏休み！　博物館学芸員教室

　　　 　学芸員が、夏休み休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や
調査研究の導入となる内容を検討し、体験型の教室を開催しました。可能な限り博物館の情報
を提供するなど郷土への興味・関心を高める場を提供しました。

　
　（８）　ボランティア養成講座

　　　 　博物館では、県民の自己啓発や学習発表の場の提供を行うと共に、博物館支援活動を目的と
した「博物館ボランティア」を導入しています。平成23年度は、新規のボランティアを募集
せず、現ボランティアを対象に外部講師や各部門の学芸員の協力を仰ぎ、ボランティアの自主
的な活動を促す講座や講習を開催しました。多様化する来館者のニーズに対する、よりきめ細
かなサービスへの寄与と自己啓発、自己学習の場となりました。　　

　（９）　その他

　　　　フリーパス

　　　 　県内の各小中学校に、施設を身近に感じてもらい、より多く来館してもらうために、フリー
パスの制度を取り入れています。「ふれあい体験室」や博物館・美術館双方の常設展や特別展、
企画展などに訪れた時に総合案内に提示すると、スタンプを押してもらうことができます。
30ポイント貯まると県立博物館・美術館オリジナルの景品をプレゼントします。

　
　　　　移動展

　　　 　ふだん当館に足を運ぶことのできない離島や遠隔地の方々に移動展の展示を見てもらうこと
によって、沖縄県の自然、歴史、文化の広域普及を図り、博物館資料や美術作品を観賞する機
会を提供しました。今年度は、宮古島で開催しました。

　　　　教育普及資料貸出
　　　 　今年度は、博物館の教育普及資料の「豆腐づくり」に関する資料（石臼や桶、型枠などを２

セット）を２件貸出しました。
　　　 　また、前年度キット制作の際に実験校となっていただいた特別支援学校２校に「けんぱく

キット」を披露し、更に、キット活用の為の有効性を確認する際には、当山小学校１学年の児
童や先生方のご協力を得ることが出来ました。校外活動が容易ではない特別支援学校や小学校
低学年などに向けての今後のキットの活躍を期待しています。

（當眞　妃奈子）　
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　■１クラスの組合せ例
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　■２クラスの組合せ例
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Ⅲ　体験学習教室

　１　博物館体験学習教室実施要項

　（１）　趣旨・目的

　　　 　沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や
伝統に関心を持たせ、先人の知恵などを学ぶ。

　（2）　内容

　　　 　博物館の各分野 ( 自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗 ) の展示内容と関連した体験
的な活動を通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。

回 期　日 題 講　　師　　名 内　　容 定員

１ 11.5.21（土）
9：45～ 12：00

チンビン・ポーポー
を作ろう

・松本嘉代子氏
　（（有）松本料理学院　学院長）

ユッカヌヒー（旧暦の
５月４日）との関係
や起源を学び、親子で
調理実習と試食会を行
う。

15組
（親子）

２

11.7.29（金）
9：45～ 13：00

昆虫標本を作ろう

・佐々木健志氏
　（琉球大学＜風樹館＞学芸）
・比嘉正一氏
　（沖縄昆虫同好会　会長）
・松村雅史氏
　（沖縄昆虫同好会　会員）

１日目に琉球大学内に
ある「風樹館」を見学
し、昆虫の生態や標本
について学び、２日目
に標本を作りながら、
標本を作る意味につい
てみんなで考える。

12組
（親子）

11.7.30（土）
9：45～ 15：00

３ 12.1.14（土）
9：15～ 16：30

台所でできる草木染 ・江谷紋子氏

身近な道具や材料で染
色に親しみ、博物館
の資料を通して先人の
技や思いについて考え
る。参加者間での鑑賞
会も。

12組
（親子）

　（３）　実施日と場所

　　　　企画展や特別展、行事、博物館の展示等に関連したテーマに合わせて年間３回程度の実施。
　　　 　 午前９時～ 12時までの３時間を基本とし、内容によって終了時間の調整 ( 昼食時間を設け

る等 ) を行った。
　　　 　 場所は、基本として実習室。今回は、他館の協力を仰ぎ館外実習（琉球大学風樹館とビオ

トープ見学）が可能となった。

　（４）　受講方法

　　　　※１ヶ月前までに広報し、２週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。
　　　　　（公平を期すため、館長もしくは副館長による抽選）
　　　　※抽選の場合、当選者には、すぐに当選の通知連絡を行う。
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（５）体験学習に係る役割
　○前日まで
① 事業起案及び講師依頼 博物館（教育普及担当）
② マスコミ各社への受講生募集依頼 指定管理者
③ 受講生受け付け 指定管理者
④ 講師打ち合わせ 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑤ 説明資料作製 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑥ 材料・道具等の諸準備 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑦ ボランティア事前学習・準備作業調整 博物館（教育普及担当）、指定管理者

　●当日の運営
① 受け付け及び材料費の徴収 指定管理者
② 開講式　司会 指定管理者
③ 講師紹介 博物館（教育普及担当）
④ 運営責任者あいさつ 指定管理者
⑤ 講座の進行 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑥ 材料等の準備及び配布 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑦ 記念撮影 指定管理者
⑧ 記録撮影 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑨ 報償費支払い事務 指定管理者

「台所で出来る草木染」会場設置風景（事前調整・準備） 「台所で出来る草木染」の事前学習室
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２　講師紹介
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新聞掲載
沖縄タイムス
2011 年 8月 3日（水）
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新聞掲載
琉球新報
2011 年 5月 22 日（日）
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Ⅳ　博物館文化講座

　１　博物館文化講座実施要項

　　（１）　主旨・目的

　　　　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやす
く楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、
沖縄の自然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。

　　（２）　内容

　　　　 　当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野につ
いての講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有
意義に学習できるよう企画されている。

　　（３）　実施日と場所

　　　　　実施日：毎月1回、土曜日　午後２時～４時までの２時間
　　　　　　　　　＊野外観察（第 395 回、第 406 回）については、別途日程を設定する。
　　　　　 場  所：当館講堂（３F）
　　　　　　　　　＊第 411 回については、第２会場（博物館講座室）を設置。

　　（４）　受講方法

　　　　　当日先着200名（事前申込不要）

回数 期　日 演　　　　　題 講師名 定 員 参加者

407 4月16日 ゲノムでみるアジアの中の琉球人 木村亮介 200 105

408 5月14日
時間ってなんだろう？
－ナマコを眺めながら考えたこと－

本川達雄 200 140

409 6月 ４日 「はやぶさ」から貰ったもの
細田聡史
小野瀬直美

200 200

410 7月16日 沖縄の祖先祭祀 －年中行事を通して― 崎原恒新 200 235

411 8月20日 ISSEY MIYAKE・伝統的ﾃｷｽﾀｲﾙとﾊﾟﾘ ･ ｺﾚｸｼｮﾝ 藤原大 200 260

412 9月17日 古琉球辞令書の世界 高良倉吉 200 175

413 10月 8日 漆の美 －琉球のわざ・日本のわざ－ 室瀬和美 200 95

414 10月22日 沖縄の鉄道の歴史 金城功 200 135

415 11月19日 沖縄の星と石垣島 宮地竹史 200 135

416 12月17日 博物館収蔵秘話 宮城篤正 200 43

特別 ２月11日 琉球と袋中上人 知名定寛 200 235

417 2月18日 琉球料理と食育 松本嘉代子 200 98

418 3月17日 グスクめぐり（北部） 當眞嗣一 40 42
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２　文化講座の実施状況

　第407回文化講座「ゲノムでみるアジアの中の琉球人」

　　日時　2011年４月16日（土）　14：00～ 16：00　参加者105名
　　講師　木村　亮介（琉球大学亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構　特命准教授）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　第407回文化講座「ゲノムでみるアジアの中の琉球人」と題して行われた。ゲノムとは DNAから成る
生物の遺伝情報を指す言葉。その解析の最新研究の分野から人類の進化の過程を解き明かそうとする講話
だった。ヒト集団の遺伝学の基礎の解説から始まり、アジア地域の遺伝的特徴、さらに琉球人の起源に
迫っていった。
　アジア太平洋における人の移動は、東南アジア近辺から拡散し、分岐と混血を繰り返していった。琉球
人の起源について一番近い集団はどちらかと言うと本州人であるだろう。又、遺伝的形質である顔の三次
元画像解析からのウチナーヂラの研究成果の報告もあった。今後これら最新の研究により、本土における
縄文人や渡来人、沖縄における貝塚時代人などの科学的根拠に基づいた正確な顔の復元も夢でなくなるだ
ろう。
　この講座への参加をきっかけに、博物館収蔵資料の港川人にも興味・関心を持って頂けたらと思う。

　

第408回文化講座「時間って何だろう？ －ナマコを眺めながら考えたこと－」

　　日時　2011年５月14日（土）　14：00～ 16：00　参加者140名
　　講師　本川　達雄（東京工業大学大学院生命理工学研究科教授・歌う生物学者）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　琉球大学に勤務していた時に、離島で経験した沖縄独特の時間の概念や、ナマコの観察を通して時間に
対する興味を持った話から始まった。生物には時間を感じる特別な感覚器官は無く、時間を体感できるも
のは心臓の拍動である。拍動の速度は動物ごとに異なり、それと仕事量の関係から、象のような長寿のも
のとネズミのような短命のものの時間の世界は異なる。
　明治以降、特に第二次大戦後の日本は、それまで自然体に行動していた生活様式から、機械（時計）に
合わせた社会に変容していった。仕事ができる人とは実は時間内にできる人の評価であり、例えば今の入
試制度は時間内の処理能力を図っている。日本人の生活感覚でとらえられていた時間の概念の中に、西洋
人のとらえる時間の概念が入ってきたことで考え方が狭くなってしまった。講師自らが作詞作曲した歌を
織り交ぜながら、今の私たちの生き方をふり返らせてくれる講演だった。

　　　会場いっぱいの参観者　　　　　　会場からの質問に答える本川氏　　　　　  歌を歌い講演する本川氏

 　　ゲノム学の視点からの講演　　　　   人類の分布と進化のなぞにせまる  　　        琉球人の起源はどこからか
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　第409回文化講座「はやぶさから貰ったもの」

　　日時　2011年６月４日（土）　14：00～ 16：00　参加者200名
　　講師　細田　聡史（JAXA 月・ 惑星探査プログラムグループ　開発員）
　　　　　小野瀬直美（JAXA研究開発本部 未踏技術研究センター　スペースデブリユニット　研究員）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　2003年5月、小惑星からのサンプルリターン（試料を採取し持帰る探査）を目的に “ はやぶさ ” が打ち
上げられた。それから7年の歳月と幾多の技術的困難を乗り越えて、2010年６月地球に帰還した。本講座
は11月の『宇宙展』のプレイベントとしての位置づけであり、子どもを含め多くの参観者であふれた。
　JAXA よりイオンエンジン開発員である工学博士の細田氏、はやぶさの試料採取プログラム担当の小野
瀬氏の２名が来館し講演が行われた。宇宙誕生の起源を探るべく発射された宇宙船の旅は擬人化され「は
やぶさ君の冒険日誌」と題して制作された小冊子にもとづき、二人の掛け合いで楽しく進行していった。
まず日本のロケット開発の歴史からはじまり “ はやぶさ ” が向かう小惑星 “ イトカワ ” でのミッションプ
ログラムの数々が、わかりやすく解説された。
　このプロジェクトの成功は工学と理学の成果であり、苦境でも諦めない研究員のしなやかな強さと日本
の技術の誇りでもある。そして次の世代に伝えることの大切さ ( 教育 ) を、はやぶさから貰った。

　第410回文化講座「沖縄の祖先祭祀　－年中行事を通して－」

　　日時　2011年７月16日（土）　14：00～ 16：00　参加者235名
　　講師　崎原　恒新
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　社会の変化とともに沖縄の年中行事の一部が消えたり、簡略化されている。個々の年中行事の真の目的
が忘れ去られ、拝んでいる者が目的を知らないまま祭祀を行っている。まさに、沖縄の伝統行事の崩壊寸
前の状態であり、形骸化が進んでいる。本講座はそれぞれの行事の目的を再確認していくものである。
　当日館内で行われている子ども向けイベントとは異なり会場は年配の聴衆で満席の状態であり、講師の
崎原氏の方言を交えながらの講話はとてもわかりやすく楽しく進行していった。前置きとして、同じ行事
であっても地方によって地域によって、それぞれの家々によって内容のとらえ方が異なることを確認して
始まった。
　年中行事の目的は豊作祈願と健康祈願、そして子孫繁盛などであり、拝む人、拝む対象、場所、日時、
そしてお供え物などについて解説された。その後正月の若水から年の夜（トゥシノユール）までの、それ
ぞれの行事についてユーモアあふれる解説がおこなわれた。講演後も多くの質問が寄せられ、関心の高さ
がうかがえた。参観者の中には子どもも多く、大人も含め沖縄の伝統文化について考える良い機会となっ
た。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

“ はやぶさのバアヤ ”の異名を持つ小野瀬氏       講演後子どもたちに囲まれる細田氏　　　 　  イオンエンジンとは―

  多くの参観者が年中行事を考える　　    ユーモアあふれる語り口の崎原氏　　    子どももともに考える楽しい講演
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　第411回文化講座「ISSEY MIYAKE・伝統的テキスタイルとパリ・コレクション」

　　日時　2011年８月20日（土）　14：00～ 16：00　参加者260名
　　講師　藤原　大（ISSEY クリエイティブアドバイザー、株式会社・DAIFUJIWARA 代表）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第411回文化講座は、「ISSEY MIYAKE・伝統的テキスタイルとパリ・コレクション」と題して、５年間
にわたりミヤケイッセイのクリエイティブアドバイザーとしてデザインチームをリードしてきた様子が解
説された。
　パリで開催される年二回（春夏、秋冬）のコレクションの舞台裏の姿が、映像とともに紹介された。普
段知ることのできない服飾デザインの最先端の世界。毎回テーマをもってコレクション発表に臨むが、そ
れはインスピレーションとわずかな期間でチームの総力を挙げて取組むものである。アイディアは普段人
の多い生活の中で浮かんでくるもので、笹舟に乗っているように自然にまかせて動いている。
　沖縄との関わりは “ 伝統的なもの探し ” のために来たことから始まる。沖縄には多くの種類の伝統文化
があり、本物にふれ本物を知ることができる。現代社会における伝統的テキスタイルとの融合の提案例
は、沖縄における伝統文化について考えていく機会を与えてくれる講演であった。

　第412回文化講座「古琉球辞令書の世界」

　　日時　2011年９月17日（土）　14：00～ 16：00　参加者175名
　　講師　高良　倉吉（琉球大学教授・文学博士　琉大附属図書館長）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　第412回文化講座は、「古琉球辞令書の世界」と題して、一枚の辞令書を読み解きながら、古琉球時代
の世界を考えていく講演であった。初めに「琉球辞令書」について、制作年代ごとに分類された３つのタ
イプと構成要件の解説があった。現在内容が確認できる古琉球の辞令書は62件。そのうち幻と言われてい
た「北谷掟宛辞令書 (1577年 )」の写しが本館に寄贈された。『廉姓家譜』の中で発見された。この辞令書
を解読していく過程は、まるでサスペンスドラマを読んでいるような感覚で、参観者は当時の人々の生活
の様子に思いを巡らせていった。辞令書の文章からは、土地の割り当てや首里王府と地方を行き交う役人
の様子、地方へ下りていく役人の姿、さらに首里城の行政組織としての役割が解き明かされていった。
　20年間の歳月をかけて、ライフワークとして琉球辞令書を研究している講師の解説は、説得力と聴衆を
引き付ける魅力にあふれた講演であった。

　

　　　　　講演をする高良氏　　　　　　　　　　辞令書を読み解く　　　　　　 歴史の謎を紐解く世界に聴衆も聴き入る

　　　　　講演をする藤原氏　　　　　　     パリ・コレの華やかな映像　　　　     デザイン現場の舞台裏を語る講師
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　第413回文化講座「漆の美 －琉球のわざ・日本のわざ－」

　　日時　2011年10月８日（土）　14：00～ 16：00　参加者95名
　　講師　室瀬　和美（重要無形文化財〈蒔絵〉保持者）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　第413回文化講座は、「漆の美 －琉球のわざ・日本のわざ－」と題して、いわゆる人間国宝である室瀬
氏を迎え、漆工芸についての講演がおこなわれた。漆芸家としての創作活動だけではなく、国内各地の漆
工芸文化財の修復や復元に広く関わる中から、日本人そして琉球の漆工芸のわざの数々にまつわる解説が
おこなわれた。植物でありながら木の部首がない漢字の由来（傷をつけると水が出る）からはじまり、そ
の歴史や素材について解説されたが、北海道垣の島Ｂ遺跡で2000年に発見された副葬品が、何と９千年
前のものという調査結果が出たという。
　耐久性があり、古来より日本人の生活に深く結びついてきた漆工芸。近世のヨーロッパの宮廷文化で愛
され、数多くの作品が輸出されていった。その中で琉球王国時代の美しい作品が画像で紹介されていった。
かつて隆盛を誇った琉球漆器が現在危機に瀕している。今こそ当時の漆工芸の復元を通して、技術の研究
を行うことが必要ではないか。沖縄の伝統工芸の今後について示唆を与える講演であった。

　第414回文化講座「沖縄の鉄道の歴史」

　日時　2011年10月22日（土）　14：00～ 16：00　参加者135名
　講師　金城　功
　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　1914年大正元年に沖縄県は、当時53万円にのぼる借金をして、那覇と与那原間9.7Ｋｍの鉄道を開通さ
せた。製糖業の拡大に伴い、大量輸送機関の必要性がその背景にあったが、予算の関係で世界標準の軌間
1,435ｍｍよりも狭い762ｍｍでの建設が、明治43年の「軽便鉄道法」の制定によって決まった。県が運
営する県鉄道（軽便鉄道）建設までの経緯の解説は、当時の人々の苦労を彷彿させるものであった。
　本土では、明治５年の鉄道開通以来、軍部との関係で次々と国有化されていったが、沖縄県の場合は
軍の施設が無かったために県が運営する形になったこと、与那原の駅だけが何故かコンクリート製の駅
舎だったこと、沖縄県の鉄道の廃業日は1945年3月26日であることなど、当時の歴史背景と聴き取りや
フィールド調査等に基づく解説が熱く語られた。

人間国宝 ( 技術保持者 ) である室瀬氏　　　　　　漆器の世界を語る　　　　　　　美しい漆器の品々が紹介される

沖縄の鉄道の歴史を紹介する金城氏　　       担当学芸員による講師の紹介　　　  ケービン鉄道の世界をイメージする聴衆
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　第415回文化講座「沖縄の星と石垣島」

　　日時　2011年11月19日（土）　14：00～ 16：00　参加者135名
　　講師　宮地　竹史（国立天文台、石垣島天文台副所長）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　開催中の『宇宙展』の関連催事としての位置づけの講座である。2002年石垣島に国立天文台の大型電
波望遠鏡が、2006年には通称 “むりかぶし望遠鏡 ”が作られた。石垣島にそれら望遠鏡が配置されたのは、
日本で最南西端という地理的位置と、上空の気流が安定し夏場の晴天率が良いこと。さらに南十字星を含
め88の星座中84星座が見え、21個の一等星がすべて観察できること等、石垣島の自然条件のすばらしさ
に基づく観察環境の良さが説明された。また、古くから星や月など天文にかかわる文化（古謡、舞踊、民
話）を持つ八重山の島々の人々の暮らしや、星と人間の現代までつながる関わりの数々が紹介された。
　石垣島天文台が果たす役割は宇宙観測だけに留まらず、天文学の学校並びに生涯教育への広報普及が目
的でもある。様々な発見を続けている石垣島天文台に、一人でも多くの方々が訪問し、宇宙への関心を
持ってもらいたい。高校生をはじめ大学等と連携した取り組みを今後、より積極的に進めていきたい。

 

　第416回文化講座「博物館収蔵秘話」

　　日時　2011年12月17日（土）　14：00～ 16：00　参加者43名
　　講師　宮城　篤正
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　太平洋戦争・沖縄戦で多くの尊い人命とともに、琉球王朝時代より引き継がれていた文化財の数々が破
壊され消失してしまった。しかし、戦後の苦しく厳しい生活の中から、人々はたくましく復興に向けて
取り組んでいった。その中で、かつての文化を取り戻すべく廃墟の中から文化財の収集作業が始まり、
1945年の東恩納博物館や1946年の首里汀良町の博物館ができていった。その後首里の当蔵町や大中町の
博物館時代を経て現在に至る。
　当時の博物館歴代学芸員による収集キャラバンの解説や作品収集にまつわる思い出の数々が画像データ
と共に紹介されていった。また、新聞記事と合わせて、沖縄の骨董ブームの影響で違法に収集された品々
についてのエピソードは当時の関係者の苦労が垣間見ることができ、これからの文化財の収集の在り方に
ついて示唆を与えるものであった。

 

　　　　　講演をする宮地氏　　　　　　　スライド「石垣島の星見石」　　　　　　　　スライド「VERA」

　　　　　　会場の様子　　　　　　  当時の新聞記事を手に解説する宮城氏     　  次々と映し出される収蔵品の数々



－ 64 －

　特別文化講座「琉球と袋中上人」―企画展関連催事

　　日時　2012年２月11日（土）　14：00～ 15：30　参加者235名
　　講師　知名　定寛（神戸女子大学 文学部教授）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　企画展『琉球と袋中上人展』の関連催事として、仏教史、特に琉球の仏教伝播研究の第一人者である知
名定寛先生を招いて講座を開催した。同展のサブテーマに “ エイサーの起源をたどる ” とあることから、
今回の講座はエイサーと袋中上人の関係を考える内容となった。
　歴史学の観点から、先行研究や現存する古文書をはじめ、絵画・新聞資料にもとづく分析と解説には説
得力があり、聴衆と共に歴史の謎を解き明かしていく魅力ある講座となった。エイサーはいつ、誰が、ど
こから始めていったのか、エイサーという呼び名はいつ頃からなのか。現在では、沖縄の大衆文化の一つ
として華やかに演じられているエイサーの起源について考えた。

　日本第417回文化講座「琉球料理と食育」

　　日時　2012年２月18日（土）　14：00～ 16：00　参加者98名
　　講師　松本嘉代子（松本料理学院学院長）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂
　琉球料理と沖縄料理の違いは何か。琉球料理とは、沖縄独特の調理法と食材を使ったものであり、沖縄
料理とは、戦後様々な文化からの影響を受け入れてきて発展したものである。講演前半は、先人の培って
きた沖縄の食文化についての解説がおこなわれた。特に中国との交易時代、冊封使との兼ね合いで調理法
が継承・発展し、その後日本の影響を受けながら沖縄独自の食文化が形成されてきた。しかし、先の大戦
の影響を含め、資料が無かったことが現在の混乱を招いている。観光立県として毎年多くの観光客が来る
沖縄において、その底辺を支えてきたはずの食文化がないがしろにされている。特に子どもへの影響は深
刻であり、このままでは琉球料理の文化が消えてしまう。講師自ら調理した琉球料理の数々が映し出さ
れ、それぞれの食材や調理法の特徴が解説された。
　いつ、何を、どれだけ、どのようにして、誰と食べるのか？各家庭で、親子で行事食を食し、琉球料理
を考えていくこと（食をとおした教育）が今とても重要である。

 

 

　　　料理関係者も数多く参加　　　　　　　　  講演をする松本氏　　　　　　　　　　スライド「重箱」

　　　　　講演をする知名氏　　　　　　　　 ホワイトボードを活用　　　　　　　　　　　会場の様子
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　第418回文化講座「グスクめぐり」

　　日時　2012年３月17日（土）　9:00 ～ 17:40　参加者42名
　　講師　當眞　嗣一（沖縄考古学副会長）
　　場所　名護グスク、今帰仁グスク
　第418回文化講座は、沖縄考古学副会長當眞嗣一氏をお招きして北部の「グスクめぐり」バスツアーを
行いました。平成21年度の中部地区、22年度の南部地区に続く締めくくりのグスクめぐりだった。
　名護グスクは、自然の地形の特徴を活かした中世を代表するグスクであるが、石垣が無いためこれまで
余り注意されずに道路開発などが進み、現在はむしろ桜の名所として有名である。南口の階段を登りなが
ら、斜面を切り取った段々状の削平地（曲輪）解説は、敵の侵入を防ぐ防御側の視点を具体的にイメージ
させるものであった。
　今帰仁グスクでは初めに、模型を使ってこれまでの発掘調査研究から見えてきた周辺集落を含む復元の
実態が解説された。石垣の高さや形状の意味、海や陸から攻めてくる敵から如何に防御するのか。当時の
人々の視点に立ってグスクの成り立ちを考えさせる現地研修講座となった。

（池原　盛浩） 　

　　　　　　名護グスク　　　　　　　　　 模型を前に解説する當眞氏　　　　　　　　　今帰仁グスク
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Ⅴ　博物館学芸員講座

　1　博物館学芸員講座実施要項

     
　　１　主旨・目的

　　　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分か
りやすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目
的とする。    

     
　　２　内容

　　　 　当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・
展示解説などを通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画されている。  
     

　　３　実施日と場所

　　　 　実施日：毎月１回、今年度は基本第４土曜日とし、午後２時～４時までの２時間
　　　　場　所：博物館講座室を基本とする    
     
　　４　受講方法    

　　　　定員・申し込み方法は、内容にあわせ、各回で設定
　　　　＊７月23日開催回のみ、事前申込制    
     
（２）学芸員講座     

回数 日　　程 分　　野 講　師　名 定員 参加者

1 2011/4/23 美術工芸 與那嶺一子 80 92

2 2011/5/28 美術工芸 園原謙 80 63

3 2011/6/25 歴史 岸本弘人 80 130

4 2011/7/23 民俗 岸本敬 30 15組28名

5 2011/8/13 教育普及 池原盛浩 20 7

6 2011/9/24 考古 片桐千亜紀 80 95

7 2011/10/15 自然史（地学） 仲里健 80 50

8 2011/11/26 自然史（生物） 濱口寿夫 40 26

9 2011/12/10 歴史 早瀬千明 80 44

10 2012/1/28 人類 山崎真治 80 78

11 2012/2/25 自然史（生物） 田中聡 80 30

12 2012/3/24 人類 藤田祐樹 80 30
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２　実施状況　

着物姿で解説を行う與那嶺氏

三線の魅力を熱く語る園原氏

沖縄の織りに関心のある方々が多く聴衆

後半は展示室にて実物を前に解説

第１回　学芸員講座「織物のデザイン画「御絵図」を探る　～博物館所蔵品から～」

　日時：2011年４月23日（土）　14：00～ 16：00　参加者：92名
　講師：與那嶺　一子
　場所：博物館講座室　　　　　

第２回　学芸員講座「文化財を美味しく味わう　～三線文化の世界～」

　日時：2011年５月28日（土）　14：00～ 16：00　参加者：63名　
　講師：園原　謙
　場所：博物館講座室　　　　

　博物館の収蔵品である琉球王時代の「御絵図」を研究として、御絵図のパターンやそれが果たした
役割などが解説されていった。御絵図に描かれている模様の特徴等が画像と共に紹介され、いつ誰
が、何のために作っていったのか等、次第にその謎を解き明かすように説明が進んでいった。依頼主
の側から見ると、商品を発注する際に使う今でいうカタログの役目があり、製作側にとっては作品の
規格を整える仕様書の役割がある。学生時の織物製作体験から考えられる視点も添えられ、“ 沖縄の
絣の秘密（誕生と変遷）の解明と、沖縄の美意識について探っていきたい ”と、今後の研究の方向性
も紹介された。

　平成元年から４年間、戦前製作の三線612丁の悉皆調査をおこない、琉球政府時代の11丁を合わ
せ20丁の三線が県指定文化財に指定できた。当時、担当として調査等に関わった研究の成果から、
琉球王朝時代から現代にわたる三線関連の略歴の解説があった。国内では数少ない、三線を美術工芸
品の分野で、文化財指定した沖縄の人々が思いや世界観とは何か。楽器としての存在を超越し、沖縄
の人々の心に響く癒しの文化を形成するものである。講座終了後は、常設展示室の11丁の三線を実
際に鑑賞する場が設けられ、多くの参観者とともに、沖縄の人々の三線文化を愛する心を共有する講
座であった。
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沖縄の歴史の流れが一気に説明された

岸本学芸員の経験談も披露

会場いっぱいの聴衆

完成したホタルちょうちん

　沖縄の歴史をざっと二時間で紹介する初心者向けの講座ということで、会場には学生を含め大勢の
参加者でいっぱいになった。はじめに「琉球」「沖縄」の名前の呼び名について、時代の流れの節目
で使い分けされてきたことが説明された。旧石器時代の沖縄を代表する港川人から、貝塚時代への紹
介へと、常設展示の展示資料に沿った解説が進んでいった。10分の休息の後、後半は明治時代から
第二次大戦後のアメリカ統治下時代、そして本土復帰を迎えた現代までの時代の変遷の数々が解説さ
れた。“ 講座の後、ぜひ展示室を回ってほしい ” という講師の思いがあったが、きっと多くの方が、
展示室を訪ねたと考える、有意義な講座となった。

　前半は、沖縄の古くからの子どもに関する儀式の数々、なかでも出産と満一歳を祝う行事（タン
カーユーエー）の紹介があった。しかし現在、生活様式の変化にともない、それら儀式の多くが消失
したり、本来の目的が薄れ、形が変わってしまっているものが多い。
　また後半は、昔の子どもの遊びの一つであったホタルちょうちんを通して当時の子どもたちの豊か
な自然を活かした知恵と、遊びを追体験できる講座であった。実際に小さな実を加工して、ホタルを
入れる籠づくりに挑戦しました。多くのボランティアの支援のもと、細かい作業にも関わらず参加者
全員、可愛いちょうちんを完成することができた。

第３回　学芸員講座「初心者のための琉球・沖縄史　～これであなたも県博マニア～」

　日時：2011年６月25日（土）　14：00～ 16：00　参加者：130名
　講師：岸本　弘人
　場所：博物館講座室　　　　　

第４回　学芸員講座「子どもの人生儀礼とあそび　～木の実でホタルちょうちん作り～」

　日時：2011年７月23日（土）　14：00～ 16：00　参加者：15組28名
　講師：岸本　敬
　場所：博物館講座室　　　　　
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学芸員の仕事について説明

解説する片桐学芸員

備品台帳づくりの疑似体験中（実測図体験）

水中考古について説明が行われた

　博物館は何をするところ？  学芸員の仕事って何？ 知っているようで、実は知らない博物館のこ
と、資料の収集・保管・調査研究の三つの分野にまたがる学芸員の仕事について説明された。後半
は、展示室の収蔵品の実測図を実際に描きこむ、備品台帳づくりの疑似体験をおこなった。参加した
子どもたちは、備品台帳そっくりの体験用ワークシートを手に展示室やふれあい体験室に行き、指定
された収蔵品を探し出し、ワークシートにそれら収蔵品を写し取っていった。親子で会話を楽しみな
がら作業に取り組み、学芸員の仕事の一端を体験した。

　はじめに水中文化遺産についての定義から、その調査研究の目的が説明された。調査方法は文献調
査、現地での聞き取り調査を経て、海岸での踏査、水中調査へ移っていく。その後水中での調査方法
の数々が画像で紹介され、参観者は水中での調査をイメージしていった。
　琉球王国時代における頻繁な交易によって、海底にも数多くの遺跡が存在すると考えられ、実際に
いくつかの海域でその証しが確認されている。これら水中遺跡の調査・研究を行うことで、海と生き
た先人の歴史・文化をより鮮明に解き明かしていくことにつながる。
　今後、遺跡を絞り込み、海底地図を作る、遺物の研究を進めるなどの詳細な調査を実施していきた
い。沖縄の海には多くの水中遺跡があることを知り、水中文化遺産に関心を持ってもらいたい。

第５回　学芸員講座「学芸員のお仕事ってな～に」

　日時：2011年８月13日（土）　10：00～ 12：00　参加者：７名
　講師：池原　盛浩
　場所：博物館講座室　　　　　

第６回　学芸員講座「水中文化遺産への招待」

　日時：2011年９月24日（土）　14：00～ 16：00　参加者：95名
　講師：片桐　千亜紀
　場所：博物館講座室　　　　　
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解説を行う仲里学芸員

実習室会場の様子 解説する濱口班長

カサガイの実物を展示

「宇宙展」のプレイベントとしての位置づけ

　開催中の『宇宙～遥かなるロマンを求めて～』展の関連講座として位置づけである。壮大な宇宙を
テーマにした特別展の中から、特に隕石に焦点を当てた解説で宇宙の神秘にせまっていった。はじめ
に上空100Ｋｍ（喜屋武岬から辺戸岬の距離）から宇宙と呼ばれることや、隕石の種類などの説明が
おこなわれた。隕石を調べることで何がわかるのか。その構成成分の分析から、地球の内部構造をは
じめ、他の天体の様子さらに宇宙誕生のなぞを解き明かしていくことが出来ることなど、隕石の価値
とその重要性が説明された。展示会の共催である国立天文台からの最新のデジタル画像等も紹介さ
れ、参観者とともに宇宙へのロマンを掻き立てられる講座であった。

　沖縄の海岸の何処にでもいるけど誰も気にしない貝、笠貝。小学５年の時出会った本の影響で海の
生き物が好きになっていった話から、現在野外で行っている調査内容の紹介と、実際に貝に触れるこ
とができる観察会もおこなわれた。一人海に背を向けて観察を続ける中でおこったエピソードの数々
は真面目で面白く、聴衆者も笑顔で聴き入っていたが、根気強く地道に物事に取り組む研究者として
の姿を感じられる内容であった。「小さな生き物であっても、そこには生命の法則があり、ドラマが
ある。研究を続けることで、生きていることの意味に向き合うことができる。」締めくくりの言葉に
は、研究者としての誇りがにじみ出ていた。

第７回　学芸員講座「隕石から始まる宇宙の探求」

　日時：2011年10月15日（土）　14：00～ 16：00　参加者：50名
　講師：仲里　健
　場所：博物館講座室　　　　　

第８回　学芸員講座「笠貝 ( カサガイ ) 　～家に帰る貝のくらし～」

　日時：2011年11月26日（土）　14：00～ 16：00　参加者：26名
　講師：濱口　寿夫
　場所：博物館講座室　　　　　
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解説を行う早瀬学芸員

これまでの研究の成果を報告

解説に聴き入る参観者

後半は展示室での解説会

　文化財とは何か。はじめに文化財保護法の解釈に基づいた詳細な分類と解説がおこなわれた。その
後、県指定文化財について、特に講師自身が関わった絵画の調査における登録に向けての苦労話や、
絵画（肖像画）に描かれた人物の歴史的な業績を紹介された。
　博物館や資料館に収められているものだけが文化財ではない。ましてや指定されたものだけが文化
財ではない。個人が所有する品々の中にも数多く存在している。文化財とは、後世に語り伝えていく
べき、文化・歴史、そしてアイデンティティそのものである。普段の生活とは縁遠いと考えられてい
た文化財について、自身のこととして考える機会となった。

　館の収蔵品である港川人を含め、沖縄の人類化石の研究を進める目的は何か。地質の性質上、他県
と比べ人骨化石の宝庫といわれる沖縄で、現在数々の発掘調査が進められている。発掘調査の最新の
情報をはじめ、人類考古学の研究成果を交えながらの解説は、はるか昔の人類がたどってきた姿に思
いを巡らせる魅力ある講座となった。港川人発見者である『大山盛保 生誕100年記念展』が次年度
冬季に開催されるが、今回の解説内容を含めた様々な資料を展示されていく予定である。今後の発掘
調査の見通しについての質問に「とりあえず地道に発掘調査を続けていくことしかない。しかしそれ
が、貴重な発見に結びついていくことになる」と締めくくった。

第９回　学芸員講座「沖縄県の指定文化財について　～歴史・美術工芸品を中心に～」

　日時：2011年12月10日（土）　14：00～ 16：00　参加者：44名
　講師：早瀬　千明
　場所：博物館講座室　　　　　

第10回　学芸員講座「発掘！沖縄３万年の人類史」

　日時：2012年１月28日（土）　14：00～ 16：00　参加者：78名
　講師：山崎　真治
　場所：博物館講座室　　　　　
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解説に聴き入る参観者 解説を行う田中学芸員

  前半では、在来生物減少の一因となっている外来生物の何が問題なのか、また、県内でどのような
外来生物問題が生じているのかが紹介された。後半では、講師自身の５年間にわたる野外調査データ
から、外来生物であるシロアゴガエルが、高い繁殖率（メスによる頻繁な産卵）と低い生存率で特徴
づけられる生活史をもつことが浮き彫りにされた。また、泡巣の除去を実験的に続けた結果、その翌
年以降の繁殖参加個体数や泡巣数が激減したことから、この方法がシロアゴガエルを防除する上でき
わめて有効で、かつ、誰もができる駆除法であることが示された。
　本講座は、行政や専門家だけでなく、市民でできる外来生物への取り組みについて皆で考える機会
となった。

　「“ 骨スーツ ” で遊ぶ前に、骨について勉強しましょう」ということで、前半は昨年度開催された
「骨の科学展」をふり返るように、骨にまつわる解説が進められた。骨と骨格の呼び名の違いから、
体の中での骨の役目、成長する骨、そして動物の骨との違いなど、直接見ることができない骨をイ
メージで感じさせ、子どもにも理解できるようにやさしく説明されていった。
　後半の「“ 骨スーツ ” で遊ぶ」では、大人から子どもまで、骨スーツを身に着けた骨人間がどんど
ん現れ、ビデオモニター画面に映った自身の姿を楽しんでいた。講座終了後も、説明用に準備してい
たヒトの骨格模型に人が集まり、骨について質疑が膨らんだ。

（池原　盛浩）　

解説を行う藤田学芸員 メモを取る子ども達 親子で「骨スーツ」試着

第11回　学芸員講座「小さなエイリアン シロアゴガエル　～驚くべき生きざまとその防除について～」

　日時：2012年２月25日（土）　14：00～ 16：00　参加者：30名
　講師：田中　聡
　場所：博物館講座室　　　　　

第12回　学芸員講座「骨を楽しむ会　骨スーツで遊ぼう！」

　日時：2012年３月24日（土）　14：00～ 16：00　参加者：30名
　講師：藤田　祐樹
　場所：博物館講座室　　　　　
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Ⅵ　展示解説会

　１　展示解説会実施要項

　　（１）　主旨・目的

　　　　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分
かりやすく展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的
とする。

　　（２）　内容

　　　　 　当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行なう展
示解説などを通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画されている。

　　（３）　実施日と場所

　　　　　実 施 日：毎月１回、基本第３木曜日　午後２時～３時までの１時間
　　　　　場　　所：博物館常設展示室

　　（４）　受講方法・定員

　　　　　定員なし（事前申込不要、13：55にふれあい体験室に集合）

　　（５）　日程

日程 分野 講師名 定員 参加者

1 2011/4/21 美術工芸 園原謙 15 21

2 2011/5/19 歴史 岸本弘人 15 14

3 2011/6/16 美術工芸 與那嶺一子 15 18

4 2011/7/21 考古 片桐千亜紀 15 15

5 2011/8/18 民俗 岸本敬 15 7

6 2011/9/15 自然史（生物） 田中聡 15 16

7 2011/10/13 歴史 早瀬千明 15 19

8 2011/11/17 自然史（地学） 仲里健 15 19

9 2011/12/15 人類 山崎真治 15 16

10 2012/1/12 自然史（生物） 濱口寿夫 15 10

11 2012/2/16 教育普及 池原盛浩 15 4

12 2012/3/15 人類 藤田祐樹 15 11
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２　実施状況

　常設展の展示解説会は、展示資料を前に、学芸員がパネル文だけでは補いきれない「博物館ならで
はの最新の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介している。これまで、参加状況を把握するため、
定員を決め当日９時より受付を行っていたが、参加人数が把握できたこと、お客様からの声を受け、
今年度から申し込み制を廃止した。
　参加者の内訳は、博物館ボランティアが半数を占め、その他年間パスポートや友の会会員等、
リピーターの参加が定着している。常設展の展示解説会は、各学芸員が１回ずつ担当し、全12回
170名（定員なし、平均参加人数14名）の参加を集めた。
　企画展・特別展の展示解説会では、新たな試みとして特別展「宇宙―遥かなるロマンを求めて」に
おいて子ども向け解説会を実施。当初は小学生を想定していたが、未就学児の参加が多く、展示のス
トーリー性以上に「学芸員と展示を一緒に見ていく」ことに標準を置くなど方針を変えたことによ
り、より参加者の満足度も上がったように感じられた。対象者をはっきり提示したこと、実施日を毎
週日曜日に固定したことにより、全16回416名（大人179名、子ども237名／平均参加人数26名）の
参加者を集め、入場者増にも影響を与えたように思う。
　また、企画展「工芸王国―受け継がれる琉球のわざと美／日本の伝統美と技の世界」では、学芸員
による解説会（全３回55名／平均参加人数18名）のほか、外部講師による解説会（全４回79名／平
均参加人数20名）も実施した。技術者の話を間近に聞ける機会とあり、リピーターの姿を多く見た。
　企画展「琉球と袋中上人」では、当初解説会を予定しておらず、ポスターチラシにも情報の掲載を
していなかったが、全２回63名（平均参加人数32名）と多くの参加者を集めた。講座やワークショッ
プ終了後に実施できたことで、広報面での心配をカバーすることができた。
　企画展・特別展の展示解説会としては、全25回613名（定員なし、平均参加人数25名）の参加者
があった。

（大浜・中村）　
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Ⅶ　バックヤードツアー

　１　バックヤードツアー実施要項

　　（１）　主旨・目的

　　　　 　博物館が持つ、調査・研究・保存の機能を担う収蔵庫や各部屋を学芸員が分かりやすく解
説し、普段見る事の出来ない博物館の機能の見学を通して、文化財への県民の意識向上を図
る事を目的とする。

　　（２）　内容

　　　　　普段見る事の出来ない博物館内の各部屋を見学する。

　　（３）　実施日と場所

　　　　　実施日：毎月１回、今年度は基本第２土曜日　　午後２時～３時までの１時間
　　　　　場　所：博物館バックヤード（収蔵庫・トラックヤード・工作室他）

　　（４）　受講方法・定員

　　　　　受講方法：当日９時から総合案内にて受付。
　　　　　定　　員：12名（当日先着順）

　　（５）　日程

日　　　程 講　　師　　名 定　員 参加者

1 2011/4/9 藤田祐樹 12 12

2 2011/5/7 田中聡 12 13

3 2011/5/21 濱口寿夫 12 9

4 2011/6/11 岸本敬 12 11

5 2011/7/9 仲里健 12 9

6 2011/8/6 池原盛浩 12 11

7 2011/9/3 與那嶺一子 12 12

8 2011/10/1 早瀬千明 12 7

9 2011/11/5 岸本弘人 12 8

10 2011/12/3 片桐千亜紀 12 12

11 2012/1/7 園原謙 12 12

12 2012/2/11 山崎真治 12 10

13 2012/3/3 濱口寿夫 12 12

※５／ 21は、国際博物館の日
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２　実施状況

　バックヤードツアーは、昨年同様、より専門性を生かした内容を目指し、各学芸員が月毎に担当。
安全管理面を考慮し、常に学芸員と文化の杜スタッフとの２名体制で臨んだ。
　学芸員研究室～研究資料室（書庫）～自然史実験室～トラックヤード～写真撮影室～冷凍室～収蔵
庫～工作室を基本コースとしたが、収蔵庫は各専門分野を中心に案内することにより、資料に関する
質問にも的確に対応することができた。公平性を保つため、１人の申込者につき、最大４名の申込み
とした。また、各学芸員が月毎に交替して実施することにより、リピーターにも対応できる内容と
なった。
　普段は公開していない博物館の裏側を見学できるという特別感もあり、県外からの観光客や遠方か
らの親子連れが、早い時間帯に申し込みをする姿も見られた。午前に実施している美術館バックヤー
ドツアーにも参加し、博物館と美術館を比較しながら理解を深める様子も見られた。全13回138名
( 定員12名、平均参加人数11名 ) の参加者があった。　　　　　　　　　　　　　　　（中村　愛）
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Ⅷ　夏休み！博物館学芸員教室
　　　

　１　沖縄県立博物館・美術館『夏休み！博物館学芸員教室』実施要項

　
　　（１）趣旨、目的

　　　 　学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に 関する自由研究や
調査研究等について、可能な限り博物館の情報を提供し、郷土への興味・関心を高める。

　　（２）内容

　　　 　総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館の機能を紹介し、 博物館を通
した、沖縄の自然、歴史、文化について子ども向けの教室を行う。

　　（３）実施方法

　　　　対　象：県内の小学生・中学生
　　　　実施日：2012年８月２日（火）～８月４日（木）
　　　　時　間：10：00～ 16：30　＊１教室およそ90分程度
　　　　定　員：各分野20名程度（当日先着順）　＊教室によって変更あり     
　　　　参加料：無料     
　　　　場　所：実習室を中心に。 
　
　　（４）受講方法

　　　　①　各分野の担当学芸員日程表をちらし等で表示し、参加者を募る。
　　　　②　当日受付で、先着順とする。
　　　　③　各担当学芸員の指示のもと、諸注意を守り受講する。

　　（５）実施状況
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　２  実施状況

　
平成23年度　「夏休み！博物館学芸員教室」

１　趣旨、目的

　 　本館学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する内容をテーマ
に教室を開くことで、郷土への興味・関心を高める。また、児童生徒の自由研究や調査研究等の手
立てとなり得るよう可能な限り博物館の情報を提供していくことで、博物館理解と博物館活動の紹
介の場とする。

２　内容

　 　総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館機能を紹介するとともに、博物館
を通した沖縄の自然、歴史、文化について、子ども向けの教室を行う。

　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
『答えを教えるのではなく、答えを探しだす手だてを教えていく内容』へ！

　・従来の相談持込み（館側の受け身）ではなく、学芸員の側から説明会（教室）を開く（発信型）。

　・学芸員からの指導を通して、自由研究のきっかけを感じ取れるようにする。

　・博物館で学んだこと（やり方ﾉｳﾊｳを体験）を生かし、自宅に帰って自分なりに研究を進めていく。

　ここ数年の来館者の応募・参加状況を踏まえ、各分野の学芸員に調整を図り、昨年度まで実施していた

「夏休み子ども相談週間」の内容を改め、受け身の形から発信型の企画を立案、実施に至った。

　博物館班の学芸員が、夏休みの課題に取り組む子ども達に向けて、テーマ設定の仕方や検証の為の実験

方法、観察の仕方や着眼点、準備段階からデータのまとめ方まで等の情報を提供する場とし、難易度に

よっては親子で参加するものと、子どもだけで取り組むものとを各学芸員の意図で設定。身近な所から課

題を見つけ自分の力で取り組める、子ども向けの良い教室となった。

　後日、個人的にではあるが、田中学芸員の担当した「カタツムリを調べてみよう」から研究に取り組

み、科学作品展に出展し受賞したという報告をいただいた。このように、様々な方向で講座や教室が活か

されていることを願ってやまない。今回は、発信オンリーの教室の開催となったが、次年度は、夏休みス

タートの時期に教室の開催をする予定。夏休みの後半には受講した子ども達向けにふり返りとしての相談

日を担当学芸員の予定に合わせて日程調整するキャッチボール型を予定している。

　今年度初めて実施した夏休みの子ども向けの学芸員教室は、まだ試行段階であり、今後も時期や内容・

広報等含め、改めて検討していく必要性がある。

　今後も子ども達が、自分でテーマを見つけてじっくり取り組んでいける場作りを大切にしていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（當眞　妃奈子） 
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Ⅸ　ふれあい体験室

　１　ふれあい体験室の概要
　
　　（１）ふれあい体験室の位置づけと目的

　　　　 　「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッ
フ、また、ここで展示されている “ おきなわ ” との「ふれあい空間」創りをめざしている部
屋です。この部屋は、常設展示として、総合展示、部門展示と補完しあい、また、実習室や
野外体験プログラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せもっています。

　　　　 　さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動の
喜びを提供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行う場
ともなります。

　　（２）体験キットの位置づけ

　　　 　展示物　( 体験キット )　は、沖縄の 「自然のしくみ」 と 「先人の知恵」 を触れる ・ 見る ・ 聞
くなどの五感を通して体感できる操作や組立てるなどの遊びを通じて学ぶことで、展示資料を
深く学ぶことが出来ます。

　　　 　体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術
工芸及び民俗などの内容に基づき、すべてがふれることのできるものとします。

　　　 　体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されていま
す。来館者が自主的に触れることが出来る様にするために、職員や親子、一般の方々といった
様々な人が参加する雰囲気作りを心がけていきます。ふれあい体験室では、能動的に “沖縄の
「自然のしくみ」や「先祖の知恵」”を発見・再発見することができる展示とします。

       
　　（３）ふれあい体験室・体験キットの対象者

　　　 　基本的に小学校中学年（３年生以上）を対象としています。しかし、テーマに沿った展示手
法の工夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指
しています。

　　
　　（４）体験キットの分類

　　　 　ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本としています。しかし、体験
キットによっては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもあります。ふれあ
い体験室では、体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分
けています。

見取り図（ゾーニング図）
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２　体験キットの種類

No. ４

No.15 No.12 No. １

No.23 No.21
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３　スタッフの配置状況

　ふれあい体験室は職員１名（文化の杜共同企業体）と、１日３交替の博物館ボランティアスタッフ
で運営している。
　職員は、常勤スタッフ１名とアルバイトスタッフ４名で構成。所定の研修を受けた「ふれあいス
タッフ」が、配属している。ボランティアスタッフは、曜日毎に６つの班を構成。各所属班内で世話
係が連絡調整することにより、安定した活動を維持する体制ができあがり、スタッフと共にふれあい
体験室の運営の大きな役割を担っている。 

４　利用者状況

　今年度のふれあい体験室の来場者は、45,384人（１日平均151人）。昨年度より4,818増加した理
由としては、以下、３点の「リピーターづくり」があげられる。
　１つめは、学校団体が見学プログラムのなかで、ふれあい体験室を利用するようになったことで、
放課後や、週末に再度、家族や友達と来館する姿が見られるようになった。２つめは昨年度から実施
している、ふれあい体験室ワークショップ「ぼく、わたしのてづくりおもちゃ」【毎週土曜日】（５－
（2）参照）の参加者が来場すること。３つめは、昨年度完成した「ふれたいシート」（５－（3）参照）
の活用である。こうして定着した「リピーターづくり」が来場者の増加に繋がった。
　また、10月は、県内で「世界のウチナーンチュ大会」が開催され、当館も招待施設として参加し
た。世界中からの来館者を受け入れる体制として、「外国人対応シート」の活用がはじまった。（５－
（4）ならびに本書「XI　６～教育力向上支援業務」参照）来館者とのコミュニケーションが重要な
ふれあい体験室には、その後も、欠かせないものとなっている。 
　ふれあい体験室は開設から、４年が経過した。開館当時、小学３年生だった児童は、中学１年生に
なり、年下のこども達を連れ、訪れている。このことに象徴されるように、ふれあい体験室は、「自
らもすすんでやってみたい」と思わせる体験キットを、人（ふれあいスタッフ、ボランティアスタッ
フ、親子、友達、他人）が関わることにより、受身ではなく能動的に学ぶことができる環境が保たれ
る。今後も、地域に根ざした、ふれあい体験室を目指し、来館者との「ふれあい」を大切に運営して
いきたい。
　

５　その他

　　
     （１）ふれあい体験室ワークショップ「ぼく、わたしのてづくりおもちゃ」in ルーブル保育園

　　　 　主　　催：文化の杜共同企業体
　　　　内　　容：当 館で定例開催しているワークショップ
　　　　　　　　　（５－（2））が出前講座を開催した。
　　　　日　　時：2011年10月28日（金）10：00～ 12：00 
　　　　場　　所：ルーブル保育園内つどいの広場
　　　　講　　師：渡部貴子（文化の杜共同企業体） 
　　　　参 加 費：100円 
　　　　参加者数：11人　
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     （２）ふれあい体験室ワークショップ「ぼく、わたしのてづくりおもちゃ」

　　　 　主　催：文化の杜共同企業体
　　　　内　容：アダン葉細工を３ヶ月毎に種類を変え、カラフルな画用紙で制作する。
　　　　日　時：毎週土曜日　①10:00/ ②10:30/ ③11：00／④11：30 
　　　　場　所：ふれあい体験室前エントランスホール
　　　　講　師：ふれあい体験室スタッフ１名 
　　　　　　　　（文化の杜共同企業体：渡部、屋良、新川、安慶名、平良）
　　　　参加費：100円 参加者数：672人（開催日数50日）
　　　　　　　　４･５･６月「金魚と風車」（開催日数13日 / 参加者数138人） 
　　　　　　　　７･８･９月「カエル」（開催日数11日 / 参加者数190人）
　　　　　　　　10･11･12月「ほしっころ」（開催日数13日 / 参加者数148人）
　　　　　　　　 １･ ２･ ３月「はぶぐゎー」（開催日数13日 / 参加者数196人） 
　　　　　　　　てづくりおもちゃの達人認定者は30人 

 

    （３）ふれあい体験室体験のてびき「ふれたいシート」の活用（平成22年度博物館教育力向上支援事業）

　　　 　「ふれたいシート」は、当初、ふれあい体験室の案内パンフレットを作成する目的で、そこ
にワークシートの要素を盛り込んだものが出来上がった。「ふれたいシート」の内側は室内の
鳥瞰図がイラストで描かれており、キットの配置場所が示された配置図と、分野別に出題され
た、ワークシートになっている。外側は、体験チェックリストになっており、体験者は分野毎
にチェックが全て埋まると、スタッフからスタンプを押してもらえる。その結果、稼働率が低
い「体験キット」がなくなった。また、首から下げられるよう紐通しの穴を開けたり、ミシン
目を入れたマスコット（ふれあいスタッフちゃん人形）をつける等、遊びの要素も取り入れ、
より楽しく学ぶことのできるしかけをとりいれた。体験をクリアするまで繰り返し、来館して
使えるよう、「預け箱」を設置した。現在、337人分のふれたいシートが箱の中に預けられて
いる。

　　　　７月から室内のみで配布がはじまり、現在では約1800部が来館者に利用されている。
　　　【配布期間】2011年7月から部数がなくなり次第終了（5000部）
　　　【配布場所】ふれあい体験室 【対象】一般のふれあい体験室利用者（全てにふりがな）
　　　【料　　金】無料 
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      （４）ふれあい体験室「外国人対応シート」の活用（平成23年度博物館教育力向上支援事業）

　　　　 　「外国人対応シート」（本書「XI　６～教育力向上支援業務」参照）は英語、スペイン語、
中国語、韓国語の4ヶ国語を用意した。指差し方式になっており、外国語に苦手意識をもっ
ていたボランティアスタッフも、外国人来館者とのコミュニケーションが気軽に取れように
なった。

　

      （５）博物館企画展

　　　　 　「工芸王国―受けつがれる琉球のわざと美」「日本の伝統美と技の世界」展 関連体験展示
～触ってみよう・嗅いでみよう～ 体験キット№21の活用と沖縄を含む日本の伝統工芸品に
ふれる体験として、会期中、特設展示コーナーを設けた。

　　　　【開催期間】2011年10月６日（木）～ 23日（日）　９：00～ 18：00 
　　　　【場　　所】ふれあい体験室内 
　　　　【入 場 料】無料

　　　　触ってみよう、くらべてみよう
　　　　＜裂地＞　　　　　　　　　　　　　＜紙＞
　　　　　・宮古上布（沖縄県）  　・石州半紙（島根県）
　　　　　・喜如嘉の芭蕉布（沖縄県） 　・本美濃紙（岐阜県）
　　　　　・久米島紬（沖縄県）  　・細川紙（和歌山県）
　　　　　・越後上布（新潟県）
　　　　　・小千谷縮（新潟県）
　　　　＜焼物＞
　　　　　・色鍋島（佐賀県）
　　　　嗅いでみよう
　　　　 ＜染料＞
　　　　　・原料に琉球藍を使用した泥藍（沖縄県）
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      （６）「ふれあい体験室」におけるボランティア活動のてびき作成

　　　 　今年度、ふれあい体験室はボランティアスタッフの活動内容の見直しと、整備を図った。ボ
ランティアスタッフの中から有志を募り、意見交換会議を２度開催した。１度目の会議では、
現状と問題点の確認を行った。ふれあい体験室における活動の意義や意識を共通理解できてい
ないこと、配置人数や活動の曜日、時間帯について様々な意見があることなどが問題点として
あげられた。２度目の会議では、問題点の改善策をボランティアが所属する各曜日班に協議を
図り、取りまとめ、暫定版として作成したてびきの内容確認・修正会議を行った。７月20日
に、配布に際した説明会を開催し、「2011年度版『ふれあい体験室』におけるボランティア活
動のてびき」が完成した。マニュアルの改訂は、教育普及担当学芸員とふれあいスタッフが協
力して行った。

（渡部　貴子）　

新聞掲載
沖縄タイムスワラビー
2011 年 5月 15 日（日）
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Ⅹ　ボランティア養成事業

　１　沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア活動実施要項

　　　  平成20年２月13日　館長決済　

（趣旨）

第１条　 沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・充実
を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下 ｢博物館ボランティア」という。）
を置くことができる。

( 博物館ボランティアの活動 )

第２条　博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。
　　（１） 展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教育普及

活動全般にわたる補助的活動。
　　（２）調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的な活動。

（登録等）

第３条　 博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会の会
員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票 ( 第１号様式 ) により申請のあった者
の中から、沖縄県立博物館・美術館館長 ( 以下「館長」という。) が審査のうえ適当と認め
られる者について、登録簿 ( 第２様式 ) へ登載を行う。

　　２　 館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証 ( 第３号様式 )
を交付する。

　　３　 登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランティアが
希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。

　　４　 館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合は、登録
を取消すことができる。

（研修）

第４条　館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催する。
（ボランティア室の設置）

第５条　 館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設置す
る。

（庶務等）

第６条　博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。
　　２　 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会において処

理する。
（雑則）

第７条　 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が別に定
める。

付　則

　この要項は、平成５年７月１日から実施する。
　この要項は、平成12年８月１日から実施する。
　この要項は、平成20年２月13日から実施する。
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６　平成23年度　博物館継続ボランティア　登録証交付式

　2011．5．13．教育普及池原

　１　趣旨

　　　・博物館ボランティアの継続にあたり、運営面で更改された事項を確認する。
　　　・博物館登録証を交付し、今後の活動の予定等を連絡し、活動を促す。
　２　日時

　　　平成23年５月13日（金）　博物館講座室　（14時00分～ 14時30分）
　３　場所

　　　博物館講座室司会

　４　式順司会　　宮平　妃奈子

　　　①　登録証 交付（代表受取）  白保　台一 館長  
　　　②　館長あいさつ   白保　台一館長  
　　　③　学芸員 ( 博物館職員 ) 紹介  濱口 寿夫 博物館班長  
　　　④　文化の杜共同企業事業体代表あいさつ 平良　知二 

　＊登録証　裏面

登録証交付式終了後　ボランティア員全体会
14時30分～ 16時

参加対象者 ： 教育普及担当、ボランティア員　
　　　　　　進行　宮平　妃奈子　　

　１　本年度のボランティア活動について（30分）池原　盛浩
　　① ボランティア活動の方針説明     
　　② 『博物館ボランティアのてびき』　読み合せ  
　２　質疑応答　　　　　　　　　　　　 （10分）
　　　－－－－－－－－－－＊ 曜日別に座席の移動  ＊－－－－－－－－－－
　３　曜日別グループミーティング　　　（35分）
　　　（自己紹介、世話係選任、年間活動計画案など）
　４　事務連絡　　　　　　　　　　   　（５分）

班長 副館長　　館長

ボランティア員
司会
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博物館活動 [ 四つの車輪 ]

◎調査活動

◎展示活動

◎教育普及活動

◎保存管理

１　調査活動
２　展示活動
３　教育普及活動
４　保存活動

教育普及コーナー　展示パネル
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　沖縄県立博物館・美術館では、県内の小中学生が博物館・美術館を知る機会とし、また、同館を身近に感じ

てもらい、何度も足を運んで欲しいとする目的で、「沖縄県立博物館・美術館フリーパス」の作成を小・中学

校へ依頼している。

　「沖縄県立博物館・美術館フリーパス」は、学校で印刷・作成し、裏面に校長印を押印（サンプル：博物館・

美術館作成）。表紙は、沖縄の自然、歴史、文化に関する図案を基本とするが、自らデザインした図柄でもよく、

裏面にはマス目があり、来館の際にスタンプが押印出来る形になっている。

　利用の対象は、県内の小・中学生で、学校の授業の一環、または個人での来館の際に持参して利用する。ス

タンプの押印数については、遠隔地や離島などの学校の生徒にはスタンプの数を調整するなどとして、配慮を

行っている。

　昨年度から、ゴールした児童生徒には、情報センターにおいて名前入りの「フリーパス終了証」と記念品（オ

リジナルクリアファイルと消しゴム）をプレゼントしている。今年度の対象者は 0名。　　　　 （中村　愛）
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３　職場体験

博物館では、平成15年度から、学校の計画する就業体験学習を受け入れている。（平成18・19 年度

は新館移転準備のため、休止）。昨年度から、文化の杜が問い合わせと対応の窓口となり、指定管理者

が担う総合案内や展示交流員など、主に来館者サービスに従事する業務を体験した。

今年度は計10校からの受け入れ依頼があったが、その内の2校は消毒休館日にあたったため、日程の

調整がつかず、辞退の申し出を受けた。修学旅行と職場体験を同時に実施する旅行社があり、山口県の

高校も受け入れた。しかし、午前中のみの受け入れのため、職場体験本来の目的を達することができたか

どうか課題は残る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 　　（島袋・中村）

体験内容：総合案内・展示交流員・もぎり・情報センター・ふれあい体験室・ミュージアムショップ・清掃

班・警備班

受け入れ校：8校 29名（小学校 2校、中学校3校、高等学校3校）

①山口県立宇部商業高等学校 2年次（3名）　6月22日（1日）

②沖縄県立浦添工業高等学校 2年次（5名）　7月7日～8日（2日間）

③浦添市立仲西中学校 2年次（5名）　7月7日～8日（2日間）

④専修学校インターナショナルデザインアカデミー高等課程 2年次（3名）　

7月26日～28日（3日間）

⑤那覇市立鏡原中学校 2年次（5名）　9月6日～8日（3日間）

⑥名護市立大宮中学校 2年次（1名）　10月26日～28日（3日間）

⑦浦添市立神森小学校 6学年（1名）　11月15日（当日午前のみ）

⑧なはグッジョブ連携協議会実施「ジョブシャドーイング（若狭小学校 6学年）」（6名）

12月6日（当日午前のみ）　※１

※1　沖縄県キャリアセンタ―ジョブシャドウイング事業の受け入れを行った。「ジョブシャドウ

イング」は米国で定着している職業教育の一つであり、中学生や高校生が半日程度、企業に赴

いて従業員に密着し、職場での仕事ぶりを観察する、というものである。今回は、６名の児童

が、それぞれ博物館、美術館、文化の杜の職員に割り振られ、来館者対応や会議の場に同席した。
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４　教育普及資料貸出

　博物館の教育普及資料を貸出しています。貸出可能な資料は、黒糖づくり、豆腐づくり、民具等です。

教育普及資料の活用について、学芸員及びボランティアが支援します（資料活用の際の出前講座は特

に行っていません）。事前（一ヶ月前）に申請等の手続きが必要となり、貸出期間は一週間となります。

無料で貸出しておりますので、積極的に活用してください。資料の詳細については、お問い合わせく

ださい。

　民具に関しては、今年度も昨年度に引き続き、主に民具体験プログラムを申込した学校団体に対し

て、当館にてボランティアのサポートによるプログラム実施の中で使用。

名護の桜野特別支援学校や鏡が丘特別支援学校浦添分校へは、昨年度「けんぱくキット」の開発に

ご協力いただきましたこともあり、お披露目を兼ねて出前教室を実施いたしました。こちらは当館内

外、様々な場面での活用が可能な資料です。（詳細は巻末XI　その他‐6　～教育力向上支援業務にて）

　「けんぱくキット」を含め、普及資料の貸出には、「資料利用申請書（教育普及資料の借用）」を提

出していただいた後、「資料利用許可書（教育普及資料等の貸出）」を発行するまでの手続き等があり

ますので、貸出希望日から一ヶ月前には申請していただくようご協力よろしくお願いいたします。（資

料借用、返却の際の資料の運搬は、借主の責任となります。）

　【今年度の外部への貸出】

団体名　：デイサービスViVi まわし

行事名　：昔懐かし豆腐作り

（回想法：眠っていた記憶を呼び覚ます）

貸出期間：平成 23年 10月 4日（火）～ 10月 7日（金）

実施日　：

貸出資料：石臼、アジマー、トーフウーキ、豆腐箱、

シンメーナービ、カマンタ、その他　以上を 2セット

団体名　：鏡が丘特別支援学校　浦添分校

行事名　：豆腐を作ろう　･･･ スイッチ教材を使って ･･･

貸出期間：平成 24年 2月 16日（木）～ 2月 24日（金）

貸出資料：石臼、アジマー、トーフウーキ、豆腐箱、

シンメーナービ、カマンタ、その他　以上を 1セット

（當眞　妃奈子）
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５　ボランティアによる展示ガイドマニュアル作成

　昨年度、民俗勉強会の中でガイドマニュアルを作成し、新聞にも取り上げられましたが、今年度は、

歴史勉強会がガイドマニュアルを作成しました。

　出来上がったマニュアルを活用すべく、一般入館者に向けてのガイドの方向性を模索中です。

　昨年度ガイドマニュアルを作成した民俗勉強会の有志によって、僻地・小規模校へのガイドも平成

24年 1月に広報、その後 2校対応ということで試行されました。

　小学校と、高等学校向けに民俗部門展示室を中心にガイドを行い、その他の展示室も補足的にガイ

ドを行いました。

　違った年齢層に対応し、有効的であった部分と、そうでないポイントを見出すことが出来たという

ことで、新年度に向けて新たな方向性を検討中です。

 
 
 
 
 
 
 
 

（當眞　妃奈子） 　
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６　博物館教育力向上支援業務

　昨年度に引き続き、国の緊急雇用創出事業特例交付金を財源とした緊急雇用者 2名を採用する

ことができた。雇用者に対し、前年度からの業務の継続と発展充実を委託した。

1）採用者〔具志堅 梢、幸喜亜優〕、業務期間〔平成 23 年 4 月 23 日～平成 24 年 1 月 27 日〕

2）委託業務内容

分野 人数 業務内容 時期

業務 A １名

学校出前講座実施に向けた、持出し用体験キットの整備と
運用の補助
（体験キットの整備、体験キットパンフの作成等）

５月～８月

モデル校選定の補助（収集資料の報告等） ９月～ 10 月

出前講座プログラム作成の補助（資料作成等） 10 月～ 12 月

共通 ＊

出前講座の補助（備品の運搬、等） １月～２月

出前講座アンケートの収集、集計資料の作成 ３月

民具体験プログラムの補助
（備品の準備、タイムキーパー等）

９月～ 12 月

民具体験プログラムのアンケートの実施、収集、集計資料
の作成

９月～ 12 月

業務 B １名

教育普及備品の整理（データ整理） ９月～ 10 月

教育普及関連資料作成の補助（パンフレット作成など） 10 月～３月

本契約に関する業務全般の補助 ９月～３月

3）業務活動の成果

①民具体験学習の補助

昨年度より実施した学習プログラム変更にともない、引き続

き学校団体の対応を行うボランティアへの、指導支援者にあて

た。ボランティアは、学校受入の回数を重ねるたびに自信をも

った活動がおこなえるようになっていった。

学校団体受入直前のボランティアミーティングで支援にあたる雇用者
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②持出し用体験キット（けんぱくキット）実施の補助

　・他館の貸出しキット資料の情報収集などから始まり、

既存の貸出し資料を含めたパンフレット「けんぱく

キット」を完成させた。

　

・「ちむドンドン」「骨スーツ」「んかしむん」の貸出し用キットを完成させ、その有効性を確認する

ために、学校での検証授業と移動展（宮古島）での一般客への実演を行った。

　　　　紙芝居と琉球楽器を組み合わせたキット　　　　「骨スーツ」の試着を手伝う雇用者

　　　　　　　　　「ちむドンドン」

③教育普及備品の整理（データ整理）

　・首里の博物館からの移転の際不十分だった教育普及の、学芸資料整理とデジタルデータ化

ができた。

④教育普及関連資料作成の補助

　・博物館の展示資料と教科書の関連を考えた「博物館が教室になる！」を完成させた。

　・ふれいあい体験室における「外国人対応シート：英・中・韓・西語版」を完成させた。

（池原　盛浩） 　
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７　企画展関連事業

特別展「宇宙―遥かなるロマンを求めて」をより楽しみながら理解してもらう手助けとして、小学

校低学年でも解くことのできるワークシートを作成した。（配布枚数：3,300 枚、全入館者の 1/3 が

参加）従来のワークシートのように学習的要素の強いものではなく、展示の見どころを印象づけたり、

親子の会話を想定した内容とした。展示室には、ワークシートに登場するキャラクターのシールをは

り、子どもたちの誘導もはかった。また、図録の販売がなかったため、資料に関する解説も随所に取

り入れた。参加者には、天球儀のペーパークラフト（ＪＡＸＡ協力）をプレゼントし、大いに喜ばれた。

企画展「工芸王国―受け継がれる琉球のわざと美／日本の伝統美と技の世界」として、ワークショ

ップを全 6回 84 名（定員 15名）、映画上映会 1回、実演 1回実施した。事前申し込み制のワーク

ショップに関しては、定員以上の応募者が集まり、「技を体感する」という企画展の趣旨を多くの県

民に伝えることができた。また、会場はフリースペースである正面玄関や屋外展示に設け、限られた

参加者だけではなく、多くの来館者がその技を目にする機会を提供した。　　　　　　　（中村　愛）

新聞掲載
沖縄タイムス
2011 年 9月 16 日（金）
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８　常設展に関する取り組み

　博物館常設展の見学の手助けとして、学芸員の協力のもと見どころマップ「ここだけは見逃すな！」

を作成した。常設展入口のラックに配置し、16,000 枚を配布した。また、10 月に開催した「第 5

回世界のウチナーンチュ大会」に合わせ、英語版「ここだけは見逃すな！」も作成し、1,200 枚を配

布した。

夏休み期間中には、小中学生を対象にワークシートを常設展入口に設置した。「ウチナー探検　博

物館ワークシート」をもとに、学芸員のコメントやヒントなどを追加し、一人でも取り組みやすいよ

う工夫を加えた。夏休みの宿題として、親子で取り組む姿が見られた。

正月には「龍展」を開催した。8人の学芸員が、博物館常設展内において、新年の干支にちなみ「龍」

に関係した資料を紹介。解説文（400 ～ 600 文字程度）を展示した。新年の干支である「龍」を取

り上げることにより、違った視点で展示を楽しんでもらうことを目的とした。期間中、案内マップ

1,000 枚を配布した。

　解説内容：竜佩形装飾／片桐千亜紀、聞得大君御殿雲龍黄金簪／早瀬千明、首里城正殿の龍柱／

岸本弘人、ヤンバルクイナ・シロハラクイナの骨格標本の「竜骨突起」／田中聡、恐竜／仲里健、

「龍と招福」展／園原謙、金茶地龍瑞雲模様繻珍衣裳／與那嶺一子、ティンゲー（天蓋てんがい）／

岸本敬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（中村  愛）

①博物館常設展見どころマップ「ここだけは見逃すな！」　配布枚数：16,000 枚

②博物館常設展見どころマップ「ここだけは見逃すな！（英語版）」　配布枚数：1,200 枚

③夏休み企画「博物館を調査せよ」【8月２日（火）～ 9月 11日（日）】配布枚数 5,500 枚（全 7種）

④正月企画「龍展」【1月 1日（日）～ 29日（日）】　配布枚数：1,000 枚

新聞掲載
沖縄タイムス
2012 年１月１日（日）
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